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宮城県及び福島県を除く）
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資料１ 共働き世帯数の推移（全国・妻が 64歳以下の世帯）

資料編
資料３ 男性が家事、育児、介護等に積極的に
　　　  参加するために必要なこと（滋賀県）

資料2 県内企業における育児休業取得率の推移（滋賀県） 資料4 女性が仕事を続けていくために必要なこと（滋賀県）

１．昭和60（1985）年から平成13（2001）年までは総務庁「労働力調査特別調査」（各年２月）、平成14（2002）年以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」
より作成。「労働力調査特別調査」と「労働力調査（詳細集計）」とでは、調査方法、調査月等が相違することから、時系列比較には注意を要する。

２．「男性雇用者と無業の妻から成る世帯（妻64歳以下）」とは、平成29（2017）年までは、夫が非農林業雇用者で、妻が非就業者（非労働力人口及び完
全失業者）かつ妻が64歳以下世帯。平成30（2018）年以降は、就業状態の分類区分の変更に伴い、夫が非農林業雇用者で、妻が非就業者（非労働力
人口及び失業者）かつ妻が64歳以下の世帯。

３．「雇用者の共働き世帯（妻64歳以下）」とは、夫婦ともに非農林業雇用者（非正規の職員・従業員を含む。）かつ妻が64歳以下の世帯。
４．平成22（2010）年及び23（2011）年の値（白抜き表示）は、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果。
５．平成23（2011）年、25（2013）年から28（2016）年、30（2018）年から令和３（2021）年は、労働力調査の時系列接続用数値を用いている。

資料：内閣府「令和７年版男女共同参画白書」

資料：滋賀県「令和 6年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査報告書」

※労働条件実態調査 (R2) の男性の育休取得率については、 調査結果に大きな影響を与える回答があり、 
仮に当該回答値を除いて算出すると、 6.7% ( 参考値 )となります。
資料 : 滋賀県 「労働条件実態調査」
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資料7 女性の年齢階級別従業上の地位、雇用形態（滋賀県）

正規の職員・従業員
会社などの役員

アルバイト

■会社などの役員
■アルバイト
■自営業主

■正規の職員・従業員
■契約社員・嘱託
■家族従事者

■パート
■労働者派遣事業所の派遣社員
■その他

契約社員・嘱託
労働者派遣事業所の
派遣社員

自営業主 家族従事者 その他

パート

資料８ ジェンダー・ギャップ 指数（主な国の順位と数値）

資料：世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ・レポート 2025 」

資料５ LGBT など

資料６ 相談窓口一覧

LGBT 等
Ｌ(Lesbian) ・・・・女性の同性愛者
Ｇ(Gay) ・・・・・・男性の同性愛者
Ｂ(Bisexual) ・・・・両性愛者
Ｔ(Transgender) ・・からだとこころの性に違和感がある人、
　　　　　　　　　　からだの性別と異なる性別で生きる人、生きたい人
＊ＬＧＢＴ以外にも、さまざまなセクシュアリティの人がいます。

SOGI
ＳＯ(Sexual Orientation) ・・・どんな性別の人を好きになるか
ＧＩ(Gender Identity) ・・・・・じぶんをどんな性だと認識しているか

ソ　ジ

性のあり様はグラデーション
自分の性別をどのように認識するか、どの性別の人を好きになるかは人それぞれ違います。

性の多様性を表現することば

資料：総務省「令和４年就業構造基本調査」

■

（%）

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65歳以上

2025 年８月現在★の窓口は、年末年始もご利用いただけます。

その他、女性の悩みに関すること

滋賀県立男女共同参画センター 
（G-NETしが）

0748－37－8739
火～日 ９：00～12：00/13：00～17：00�
（祝休日の翌日、年末年始等を除く）
木のみ9：00～12：00

ひとり親家庭福祉に関すること

滋賀県ひとり親家庭総合サポートセンター

　　077－526－8801
月～金・第１・３土曜日
9：00～17：00�

子どもや子育てに関すること

滋賀県子ども・子育て応援センター
［こころんだいやる］

　　077－524－2030
毎日　9：00～21：00
（12/29～1/3除く）�

児童虐待に関すること

児童相談所虐待対応ダイヤル★

（こども家庭庁）

　　　（局番なし）189�
毎日２４時間
※最寄りの児童相談所につながります。

子どもを守る虐待ホットライン★

（滋賀県）

077－562－8996
毎日24時間

LINE相談

滋賀県 こころのサポートしが★

＜相談例＞
・家族のこと・学校のこと
・友達のこと・自分のこと�
・こころのこと　など 
毎日　16：00～24：00�

性と健康に関すること

子育て・女性健康支援センター 
（（一社）滋賀県助産師会）

077－553－3931
✉ shiga-mw@mx.biwa.ne.jp
月～金（祝日、年末年始除く）　10：00～16：00

にんしんSOS滋賀（滋賀県）

090－8810－2499
月・水・金　18：00～20：00
日　14：00～16：00�
（祝日、年末年始除く）
　

滋賀県不妊専門相談センター

077－548－9083
月・水・金　9：00～16：00
（祝日、年末年始除く）

性暴力被害者相談に関すること

性暴力被害者総合ケア

ワンストップびわ湖S
サ ト コ

ATOCO★

090－2599－3105
✉ satoco3105biwako@gmail.com
毎日24時間

�

DVに関すること

全国共通短縮ダイヤル（内閣府）★
DV相談ナビダイヤル

　　　＃8008
最寄りの相談窓口につながります。

DV相談＋（プラス）（内閣府）★

 0120－279－889
電話：毎日　24時間
チャット相談：�
（受付）12：00～22：00

滋賀県中央 
子ども家庭相談センター★

（女性専用）

077－564－7867
毎日　８：30～22：00

滋賀県彦根 
子ども家庭相談センター

（女性専用）

0749－24－3741
月～金（祝日を除く）
　８：30～17：15

滋賀県立男女共同参画センター 
（G-NETしが）

 0748－37－8739
火～日�
９：00～12：00/13：00～17：00
（祝休日の翌日、
年末年始等を除く）
木のみ9：00～12：00



0

20

40

60

80

100

17 18

資料7 女性の年齢階級別従業上の地位、雇用形態（滋賀県）

正規の職員・従業員
会社などの役員

アルバイト

■会社などの役員
■アルバイト
■自営業主

■正規の職員・従業員
■契約社員・嘱託
■家族従事者

■パート
■労働者派遣事業所の派遣社員
■その他

契約社員・嘱託
労働者派遣事業所の
派遣社員

自営業主 家族従事者 その他

パート

資料８ ジェンダー・ギャップ 指数（主な国の順位と数値）

資料：世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ・レポート 2025 」

資料５ LGBT など

資料６ 相談窓口一覧

LGBT 等
Ｌ(Lesbian) ・・・・女性の同性愛者
Ｇ(Gay) ・・・・・・男性の同性愛者
Ｂ(Bisexual) ・・・・両性愛者
Ｔ(Transgender) ・・からだとこころの性に違和感がある人、
　　　　　　　　　　からだの性別と異なる性別で生きる人、生きたい人
＊ＬＧＢＴ以外にも、さまざまなセクシュアリティの人がいます。

SOGI
ＳＯ(Sexual Orientation) ・・・どんな性別の人を好きになるか
ＧＩ(Gender Identity) ・・・・・じぶんをどんな性だと認識しているか

ソ　ジ

性のあり様はグラデーション
自分の性別をどのように認識するか、どの性別の人を好きになるかは人それぞれ違います。

性の多様性を表現することば
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■

（%）

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65歳以上

順位 国名 総合スコア 健康と生存
のスコア

健康分野
順位

政治への関与
のスコア

政治分野
順位

経済活動の参加
と機会のスコア

経済分野
順位 教育のスコア 教育分野

順位

１位 アイスランド 0.926pt 0.960pt 125位 0.954pt １位 0.795pt 10位 0.990pt 81位

２位 フィンランド 0.879pt 0.971pt 68位 0.728pt 2位 0.815pt 8位 1.000pt 36位

３位 ノルウェー 0.863pt 0.959pt 130位 0.721pt 4位 0.776pt 18位 0.995pt 64位

４位 イギリス 0.838pt 0.965pt 102位 0.643pt 5位 0.744pt 38位 1.000pt 1位

５位 ニュージーランド 0.827pt 0.964pt 104位 0.605pt 7位 0.738pt 42位 1.000pt 1位

６位 スウェーデン 0.817pt 0.962pt 115位 0.488pt 13位 0.818pt 7位 1.000pt 1位

７位 モルドバ 0.813pt 0.977pt 26位 0.425pt 23位 0.853pt 4位 0.998pt 44位

８位 ナミビア 0.811pt 0.980pt 1位 0.467pt 15位 0.797pt 11位 1.000pt 1位

９位 ドイツ 0.803pt 0.966pt 93位 0.579pt 8位 0.680pt 83位 0.988pt 86位

10位 アイルランド 0.801pt 0.963pt 111位 0.488pt 14位 0.755pt 30位 1.000pt 1位
アメリカ 0.756pt 0.973pt 58位 0.291pt 55位 0.762pt 23位 1.000pt 1位

42位 アメリカ 0.756pt 0.973pt 58位 0.291pt 55位 0.762pt 23位 1.000pt 1位

101位 韓国 0.687pt 0.976pt 35位 0.182pt 92位 0.608pt 114位 0.980pt 98位

103位 中国 0.686pt 0.947pt 147位 0.135pt 111位 0.726pt 51位 0.935pt 124位

118位 日本 0.666pt 0.973pt 50位 0.085pt 125位 0.613pt 112位 0.994pt 66位



資料9 都道府県議会に占める女性の割合（滋賀県）

資料10  管理的職業に従事する者に占める女性の割合の推移（滋賀県）

資料 : 総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等」令和６年 12月 31日現在

資料：総務省「 令和２年国勢調査 」

資料11 管理職につく女性が少ない理由（滋賀県）

資料12  様々な分野における女性の参画状況（滋賀県）

資料：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査報告書」

資料：滋賀県「令和７年度市町における男女共同参画推進状況」および「令和７年度学校基本調査」より作成
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※県議会・市町議会・県管理職・市町管理職・自治会長・小PTA代表・中PTA代表は令和７年４月時点、
　小学校長・中学校長・高等学校長は令和７年５月時点　
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35.0 37.3

わからない
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意識や、女性管理職に対する不安感があるから

女性は、管理職に必要とされる能力（知識や経験、
判断力など）を高める機会が少ないから

女性は、能力的にみて管理職に向いていないから

女性は、家庭における責任を多く担っているため、
責任の重い仕事につきにくいから

女性は、勤続年数が短く、管理職になる前に
退職するから

女性自身が管理職につくことに消極的だから
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順位 都道府県名 議員現員数(人) うち女性(人) 女性割合(％)

１位 東京都 124 41 33.1%
２位 香川県 40 9 22.5%
３位 京都府 58 13 22.4%
４位 岡山県 55 12 21.8%
５位 鹿児島県 51 10 19.6%

13位 大阪府 78 13 16.7%

16位 兵庫県 85 13 15.3%

25位 滋賀県 42 6 14.3%

28位 三重県 46 6 13.0%

38位 奈良県 41 4 9.8%

42位 和歌山県 41 3 7.3%

47位 大分県 43 2 4.7%
合計 2,614 382 14.6%



資料9 都道府県議会に占める女性の割合（滋賀県）

資料10  管理的職業に従事する者に占める女性の割合の推移（滋賀県）

資料 : 総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等」令和６年 12月 31日現在

資料：総務省「 令和２年国勢調査 」

資料11 管理職につく女性が少ない理由（滋賀県）

資料12  様々な分野における女性の参画状況（滋賀県）

資料：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査報告書」

資料：滋賀県「令和７年度市町における男女共同参画推進状況」および「令和７年度学校基本調査」より作成

19 20

（%）

※県議会・市町議会・県管理職・市町管理職・自治会長・小PTA代表・中PTA代表は令和７年４月時点、
　小学校長・中学校長・高等学校長は令和７年５月時点　
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退職するから

女性自身が管理職につくことに消極的だから

9.0

4.0

23.3

5.3

0.4

33.7

11.0

13.3

0 10 20 30 40 (%)



資料13 滋賀県内の取組   「制服とジェンダー」

写真・文：皇子山中学校より提供

多様性を理解して認め合おうという社会の動きのなかで、
制服のあり方の見直しが始まっています。

大津市内の中学校では・ ・・

野洲市内の中学校では・ ・・

　皇子山中学校では、平成 27 年に新
しい制服を作成しました。学年の生徒
での話し合いや、生徒総会で、どのよ
うな身だしなみが私たちの学校生活に
適しているのかを生徒主体で考える活
動に、３年間にわたって取り組んだ末
に生まれた制服です。
　スラックスやスカート、ネクタイや
リボン、セーターやベスト、カッター
シャツやポロシャツ。皇子山中学校の
制服としての統一感を持ちながらも、
個人の体温調節や嗜好に合わせて選択
できるバリエーションのある制服と
なっています。

写真・文：野洲市教育委員会 ホームページより

　野洲市内の中学校では、令和４年４月
から、性別によって着用する制服が限定
されることを解消するとともに、体温調
節にも対応しやすくなることを目的とし
て、制服が新しくなりました。
　令和２年度に実施した生徒・保護者ア
ンケート結果から、「動きやすさ」「手入
れのしやすさ」「スラックスやスカート
の選択制」への希望が多く、新しい制服
は、これらの意見を反映したものになっ
ています。
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